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米国のアーティストDAASの作品。
1日中自然のなかを探検していた
自身の幼年時代からインスピレー
ションを得て、色とりどりの花々や
青空などの自然と少女が調和して
生きる姿を描いています。自然と
のつながりや、自然の秘密を探る
ことへの関心を高めてもらいたい
との願いが込められています。

場所：上海市浦東新区（中国）
作成時期：2018年5月

表紙について

A FLOWER A DAY

IRサイトのご案内

https://www.nipponpaint-holdings.com/ir/
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当社は、IRサイトを通じて、国内外
の株主・投資家の皆さまが必要と
する情報をタイムリーかつ公平に
お届けしています。
　QRコード（二次元コード）の読み
取りに対応したスマートフォンを
お持ちの方は、下の画像を読み
込むと簡単にアクセスできます。



自動車、列車、住宅、高層ビル、高速道路、橋梁、ランドマーク……

私たちの「塗料」と「コーティング」の技術は、世界中で活躍しています。 

生活のあらゆる場面で快適さと安心を生み出し、暮らしを彩ることで人々に

幸せをもたらすこと。このMissionを全うすることで、ステークホルダー

に対する責務を充足させ、株主価値の最大化を追求していきます。

世界に“彩”と“快適”、
そして“安心”を。

Vision
わたしたちは、

熱意と覚悟を持った者が集う

活気あふれる風土の下、

塗料をコアとした

優れたスペシャリティケミカル製品と

サービスを通じた

新たな価値を創造し続け、

リーディングポジションを

勝ち取ります。

共存共栄

Value

当社事業に携わるすべての方々と相互に切磋琢磨
を積み重ね、それぞれの役割を果たすことにより、
長期的成長・永続的な繁栄をめざします。

先駆開拓
日本の塗料工業を興したパイオニア精神を引き継ぎ、
未来への革新に挑戦し続けます。

やり抜く
わたしたちのMission（使命）の達成を信念とし、
あきらめることなくかつ柔軟にやり抜きます。

Mission
わたしたちは、

塗料とコーティング技術の持つ

力を高めることで、

生活に彩と快適さ、

安心を提供します。
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グループの全体像 価値創造戦略 ESGによる価値創造 財務・企業情報

目次・編集方針
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価値創造戦略

3Chapter

ESGによる価値創造

4Chapter

財務・企業情報

「日本ペイントホールディングス 統合報告書2020」編集方針

対象期間：2019年1月1日～2019 年12月
31日（一部に2020年1月以降の活動内

容なども含みます）

対象組織：日本ペイントホールディングス（株）
および国内外の連結子会社

会計基準：別途記載がない限り、2017年度
以前は日本基準、2018年度以降は国際

会計基準（IFRS）に準拠しています。

報告対象範囲など

本資料は、作成時点で入手可能な情報に

基づき当社で判断したものであり、リスク

や不確実性を含んでいます。実際の業績

などは、これらと異なる可能性があります。

万一この情報に基づいて被ったいかなる

損害につきましても、当社および情報提供者

は一切責任を負わないことをご承知おき

ください。

将来の見通しに関する注意事項

インベスターリレーション部

TEL：050-3131-7419

E-mail：ir_kouhou@nipponpaint.jp

統合報告書に関するお問い合わせ

2020年9月発行（年に1度発行）
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経営理念
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CEOメッセージ

新型コロナウイルス感染症への対応

グローバル・ビジネス・レビュー
NIPSEAグループ
　NIPSEAグループCEOメッセージ
　特集：NIPSEAグループの中国事業における成長機会
DuluxGroup
Betek Boya
Dunn-Edwards
JAPAN

研究開発

ESGマネジメント

取締役会の議論

取締役・執行役

コーポレート・ガバナンスの体制と取り組み

社外取締役メッセージ

環境

社会

11年間の主要財務・非財務データ

CFOメッセージ

経営成績の分析

財務諸表

企業・株式情報
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NIPSEAグループ
CEOメッセージ

CEOメッセージ CFOメッセージ

11年間の主要財務・
非財務データ

特集：
NIPSEAグループの
中国事業における成長機会

環 境

社 会

09

37

4141 7575
取締役会の議論 63

2020年度版では、塗料業界のリーディングカンパニーとして、 

ESGやSDGsの視点を取り入れながら、グローバルな事業戦略を

積極的に推し進め、経営上のミッションである「株主価値の最大化

（MSV）」を目指す戦略ストーリーについてご説明しています。

2020年1月に発足した新体制の下、MSVに向けてグループ各社

が相互に結び付く「蜘蛛の巣型経営」で総合力を発揮し、お客さまの

ニーズやさまざまな社会課題にお応えする新たな製品・サービスの

創出に尽力していく姿を、分かりやすくお伝えします。

　編集にあたって、国際統合報告評議会（IIRC）の「国際統合報告

フレームワーク」、経済産業省の「価値協創ガイダンス」、米国サス

テナビリティ会計基準審議会（SASB）などを参照しています。
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グループの全体像 価値創造戦略 ESGによる価値創造 財務・企業情報

当社は2014年以降、アジア合弁事業の連結化や海外M&Aによるグローバル化の加速により、事業・地域ポートフォリオを
ダイナミックに変革。汎用塗料事業を成長のけん引役にしながら、各地域でプレゼンスを拡大しています。

売上収益（2019年度）

6,920億円

自動車用・汎用塗料事業を中心に幅広く
塗料事業を展開しています。

各材料の物性や化学
反応、塗膜が形成さ
れる過程などについ
て知見と技術を蓄積。

素材表面を、化学的あ
るいは物理的に変化さ
せ、改質する技術。異
種金属の同時処理も
可能にする。

表面処理から塗装・乾
燥までの設備エンジニ
アリング技術を有し、
顧客の生産性向上に
貢献。

塗料・
コーティング
事業

自動車用塗料

汎用塗料

塗料周辺事業

自動車のボディ用塗料から内装などの部品用塗料まで、
高品質･高性能な製品群を取りそろえ、グローバルに
事業を展開しています。

住宅、ビル、橋梁、プラントなどの塗装に使用される
塗料を提供。高耐候、高意匠、抗菌・抗ウイルスなどの
高機能、遮熱や水性化による環境配慮型製品を展開し、
最新のコーティング技術で社会に貢献しています。

建設・農業機械、外装建材、オフィス家具、家電製品など、
幅広い工業分野に「プレコート用塗料」「ポストコート用
塗料」や「水性塗料」「粉体塗料」などの環境配慮型塗料
を提供。グローバルに事業領域を広げています。

造船・海運業界の世界的な環境規制に対応する超低
燃費型船底防汚塗料など先進的な塗料を開発してい
ます。また、新車塗装で培った最先端技術を応用し、
補修に適し、かつ環境負荷の低減につながる塗料を
提供しています。

幅広い産業に向けた塗装下地や機能性コーティングなど
の表面処理分野、および電子材料や自然エネルギー
など新素材に適したコーティング材料分野において
先進的な製品とサービスを提供し、グローバルな社会
課題の解決に貢献しています。

気密性や防水性などの機能を発揮するシーラントや
接着剤、断熱材などの建設用材料に加え、ガレージドア
や住設用製品を提供しています。

界面表面
技術

材料合成
分散技術

塗装技術

工業用塗料

その他塗料

ファインケミカル

事業領域

Chapter1 グループの全体像

コア
テクノロジー

1,496億円
売上収益

2018 2019

1,602 1,496

3,707億円
売上収益

2018 2019

3,225
3,707

702億円
売上収益

2018 2019

688 702

189億円
売上収益

2018 2019

194 189

570億円
売上収益

2018 2019

568 570

255億円
売上収益

2019

255

事業別売上構成比地域別売上構成比
自動車用塗料
1,496

934

458
464

595

155

3,707

702

汎用塗料

塗料周辺事業
255

工業用塗料

その他塗料
570

ファインケミカル
189

2014 2019

億円
6,920

億円
2,606

36%

18%
18%

6%

23%

8%
4%

3%

10%

54%

22%

日本
1,826

アジア
3,592

1,872
258

439

その他
280

37

オセアニア
476

米州
746

2014 2019

億円
6,920

億円
2,606

72%

17%

10%

1% 7%
4%

11%

52%

26%

※ 2014年度は日本基準、2018年度以降はIFRSベース
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塗料業界のリーディングカンパニーとして、社会・環境
の変化に応じた塗料をグローバルに提供しています。

日本で初めて塗料の量産化に成功して以来、当社は革新的な技術の開発により社会課題の解決に取り組んできました。
今後も、社会や環境の変化に応じたお客さまの多様なニーズ、さまざまな社会課題にお応えする新たな製品・サービスの創出に
尽力しながら、グローバルでのプレゼンス拡大と持続的な成長を目指していきます。

価値創造の歩み

1880 1960

2000

1881年、創業者茂木重次郎は、白粉（おし
ろい）に含まれていた白色顔料の一種で
ある鉛白の中毒で苦しんでいた女性たち
を助けるため、無毒性の亜鉛華を日本で
初めて開発しました。技術の進化で社会
課題を解決してきた創業の原点があります。

技術の進化で
人々の暮らしを支える

1881年

無毒性の亜鉛華を開発

海洋汚染の問題にいち早く目を向け、
1990年に世界で初めて加水分解型錫
フリー船底防汚塗料を開発するなど、
当社は環境汚染への対応や安全性の
向上を重視し、地球環境と人にやさしい
製品開発に取り組んできました。

地球環境と人に
やさしい製品を

1990年

錫フリー船底防汚塗料を開発

日本ペイントマリンはマグロの皮膚を
ヒントに低摩擦型船底塗料を世界で初
めて開発、船舶の燃費の大幅な削減を
実現しました。この製品の普及により、
環境省の令和元年度地球温暖化防止
活動環境大臣表彰、対策技術先進導入
部門を受賞しました。

船舶運航のCO2削減し、
地球温暖化防止に貢献

2007年 2017年

マグロの構造を参考に船底塗料を開発

1881年
前身の「共同組合 光明社」設立

1898年
「日本ペイント製造株式会社」
設立

1927年
「日本ペイント株式会社」と改称

1931年
本社を大阪に移転

1949年
ウットラム設立

1962年
アジアの販売代理店としてウットラムと提携、
NIPSEA事業の開始

1975年
米国に進出

1967年～84年
国内生産拡大に向けて、各地で工場を建設

1980
1992年
中国に進出

2014年
持株会社体制への移行
アジア合併事業の連結化

2015年
事業別の事業会社に分社化

2016年～19年
M&Aによるグローバル化推進
Bollig & Kemper、Dunn-Edwards、
DuluxGroup、Betek Boya
を買収

Chapter1 グループの全体像 グループの全体像 価値創造戦略 ESGによる価値創造 財務・企業情報

　当社とWuthelam（ウットラム）との協業の始まりは、シンガポールに

おいてパン・マレーシア・ペイント・インダストリー社（現日本ペイント

シンガポール）を共同設立した1962年までさかのぼります。当社は

1933年頃からアジア各国へ進出していましたが、この協業を皮切りに、

技術開発や生産を当社が、ローカルマネジメントとセールス・マーケ

ティングをウットラムが担うようになり、それぞれの強みを生かした事業

運営が可能になりました。これが現在の「NIPSEA（Nippon Paint South 

East Asia）」事業の出発点です。

　その後、タイやマレーシア、フィリピン、韓国などへNIPSEA事業を

拡大し、1992年には中国本土に事業展開を果たしました。2014年に

はNIPSEA事業を当社が連結子会社化するなど、協業関係はより一層

深化しています。こうして、当社はアジア1位、世界で4位の塗料メーカー

となりました。
室内用の抗菌・ 抗ウイルス塗料パーフェクト 
インテリア エアークリーンは、業界初かつ
唯一、光触媒工業会（PIAJ）※に認定され
ています。菌やウイルスの繁殖を抑制す
る効果が見込まれ、社会の安全・安心を
サポートします。

社会の安全・安心を
高機能塗料でサポート
抗菌・抗ウイルス塗料の開発

ウットラムとアジアで協業を開始（NIPSEA事業の開始） ウットラムとの協業を深化

60年にわたって協業を深化。
そして、アジアの頂点へ。
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※ 光触媒工業会が、性能、利用方法などが適切である 
ことを認めた光触媒製品に与える認証

1967年～94年
タイ、マレーシアをはじめとし、
ASEAN事業を積極的に拡大

売上収益の推移

■ 国内売上収益 ■ 海外売上収益

国内初! 世界初! 業界初!世界初!
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